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2018年 7月 10日、広東省人民政府は「広東省とマカオ協力枠組み協定」（以下、粤澳協力枠組協定）の実

施における 2018 年の作業要点に関する通達(粤府函[2018]191 号、以下「本通知」)を発表した。粤澳協力

枠組協定は、広東省・マカオ間の協力強化により相互発展を目指すもので、その具体的な区域一体化プラ

ンが毎年作業要点として発表されている。本通知では、粤港澳グレーターベイエリア1（以下 GBA）計画や

「一帯一路」計画への取り組みを始めとする 6つを作業要点として取り挙げている。本稿では、その内容につ

いて簡単に紹介したい。 

１．背景 

国家発展改革委員会は、2008年12月に「珠江デルタ地域の改革と発展計画の綱要（2008〜2020年）」を公

布、広東省・香港・マカオの緊密協力と相互発展により、アジア太平洋地域で最も活気と競争力のある都市

郡を構築する目標を掲げた。目標達成に向け、広東省は、2010年9月に香港特別行政区政府と「粤港協力

枠組協定」、2011年3月にマカオ特別行政区政府と「粤澳協力枠組協定」にそれぞれ調印し、CEPAに基づ

いた先行先試政策の実施加速や、インフラ、公共サービス等における地域間協力に全面的に合意する等、

毎年具体的な作業プランを策定し、実行に取り組んできた。 

 広東省と香港の協力枠組み協定 広東省とマカオの協力枠組み協定 

調印時期 ・ 2010年9月 ・ 2011年3月 

協力の方

向性 

・ 香港サービス業と広東省製造業の優位性補完 

・ 国際金融センターとしての香港の地位確立、広東省金

融サービス業の加速発展 

・ 観光レジャー産業、教育文化産業、漢

方薬産業における提携 

主な成果 ・ 香港科技大技術産業化プラットホームの設置（南沙） 

・ 中国初の独資ファンド管理会社の設立（前海） 

・ 「深港通」2株式投資サービスの提供 

・ 「専門サービス協同推進支援計画」3の実施  

・ マカオ大学キャンパスの設立（横琴） 

・ マカオナンバー車両の域内往来4（横琴） 

・ 漢方薬科技産業園5の開園 

                                                
1 “粤”は広東省、“港”は香港、“澳”はマカオの略称。粤港澳グレーターベイエリアは、広東省の9都市（深圳、東莞、恵州、広州、肇

慶、佛山、中山、珠海及び江門）と、香港、マカオから構成 
2  海外投資家は、香港市場を通じて深圳A株の売買が可能となる「深股通」と、中国の投資家が、深圳市場に通じて香港株の売買

が可能となる「港股通」を合わせた株式投資制度。2016年12月より取引開始 
3  香港サービス業の広東省及び一帯一路沿線国家・地域への進出に対し資金支援を提供する計画。「粤港協力枠組み協定」2017

年重点作業で同計画の推進を支持している 
4  現状、横琴に自由進出できるマカオナンバー車両は800台に制限。マカオ居住者に対し、申請資格を詳細に設定 
5  横琴新区内の50万平米の漢方薬産業用専用園区。マカオ大学とマカオ科技大学の人材優位性を活用し、漢方薬の研究開発、実
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２．今年の作業要点 

今年の作業要点は以下の6つの方面から成り、特に、GBAに関する協力内容がより具体的に示されている。

主な内容は以下の通り。 

① GBAの構築について 

CEPA枠組下での経済協力の一層の強化を改めて示すほか、以下の内容が追加された。 

 クロスボーダー金融提携における統括協調メカニズムの立ち上げ 

 マカオナンバー車両の横琴往来を含む、マカオ居住者の広東省通行証の一層の利便化 

 GBAの国際貿易プラットホームを設置し、海外投資誘致推進会を共同開催 

 GBA全体の観光ブランドとイメージ作りのため、共同での観光ルート開発や域内外の観光プロモー

ション活動を共同で推進 

 産業界と教育界が協力してスマートシティのスペックを標準化、スマートシティ間の交流を促進 

② 「一帯一路」への取り組みについて 

「中国ポルトガル協力発展ファンド」6を利用し、マカオと広東省企業のポルトガル語圏諸国への進出支

援措置に従来通り取り組む方針であるほか、「一帯一路」沿線国家に関連する法律サービスを提供可能

な粤港澳法律サービス研究センターの設置や、建設と関連工事サービスにおける交流と提携の強化を

加速し、広東省とマカオの建築企業によるGBAや「一帯一路」建設への共同参画を推進する。 

③ インフラ整備と通関利便化の促進 

広東省からマカオへの水道及び電力供給施設の増設計画に言及。また、広東省とマカオを繋ぐ交通イ

ンフラ、特に、粤港澳大橋の物流、旅行、商業貿易等の機能性補助施設の建設や、GBA空港と空路の

統合管理と協調利用メカニズムの構築による通関効率の向上を目指す等、整備事業を加速。 

④ 現代サービス業における連携強化 

各業種における協力策要点は以下の通り。 

業種 従来からの協力策 本通知での追加策 

金融業 ・ ポルトガル語圏諸国との人民元決済を推

進し、マカオのポルトガル語圏諸国にお

ける人民元クリアリングセンターとしての

地位を構築 

・ モバイル支払等非現金決済ツールの利用推

進。広東省とマカオ間の電子化請求書のクロ

スボーダー決済を実現 

・ 保険業における開放拡大。越境自動車保険

の協力メカニズムを完備化 

観光レジャー業 ・ 横琴国際レジャー基地を構築 

・ 広東省とマカオ間の指定港でのヨット自

由通行の推進加速 

－ 

文化展覧商貿

業 

・ 「クロスボーダー貿易電子商の協力強化

に関する備忘録」7に基づき、広東省とマ

カオ間の電子商ビジネスの継続推進 

・ 広東省、香港、マカオと台湾製作のマイクロム

ービー作品交流会、粤港澳優秀青年大会の

開催などによる地域文化交流を促進 

                                                
験、品質認証、生産、取引及び物流企業を誘致。現在、園区には26社が進出 

6  2013年に国家開発銀行とマカオ商工会ファンドの共同出資で設立された10億元規模のファンド。主に、持株出資と貸付利息補助

の形で中資系・マカオ系企業のポルトガル語圏諸国への進出を支援する 
7  2015年広東（国際）電子商大会で、広東省商務庁とマカオ経済局により調印。備忘録は、広東省とマカオの交流強化によりマカオ

の新業態、及び国際貿易の新機会を創出することを目指す 
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漢方薬産業 ・ 広東省とマカオ間食品医薬品における安

全交流、漢方薬製品の国際登録と協力

開発、人材育成と特許保護を強化 

－ 

専門サービス

業 

・ 広東省とマカオ間計測技術と産業の連

携発展 

・ 知的所有権の情報共有による利用効率

を向上 

・ 「広東省とマカオ科技創新の交流協力に関す

るアレンジメント」8を基に、GBA 科技発展の共

同補助計画を実施 

⑤ 公共サービスにおける協力プロジェクトの推進 

突発性事故に対する衛生医療サービスの協力、及び不法越境やクロスボーダー犯罪の取り締まりに関

する警務協力を拡大。大気と海洋の共同調査、保護、開発利用するための協力を宣言し、マカオの中古

自動車及び不活性建築廃棄物の広東省への移管処分9を継続的に推進する予定とする。また、マカオ

籍学生の広東省就学時の手当支給も積極的に検討。 

⑥ 主要協力区における開発推進 

本通知では、珠海市の横琴新区、中山市の翠亨新区と江門市の大広湾区域の３つを主要協力区として

いる。中でも、横琴は2011年の粤澳協力枠組協定から一貫して主要協力区として位置付けており、

2018年4月時点で、区内登録企業約45,800社のうち、1,215社はマカオからの進出である（香港企業は

1,013社）。また、今年の作業要点としては、マカオライトレール（LRT）の横琴開通や、マカオ籍横琴在

住者の社会保険加入と医療サービス提供などが取り挙げられている。また、翠亨新区と大広湾区域の

開発加速と投資誘致にも注力する予定。 

３．まとめ 

本通知では、広東省の土地資源や生産能力などの優位性と、マカオの人材や制度、経済などの優位性

をそれぞれ活かしながら、観光レジャー、漢方薬、Eコマース等の産業におけるイノベーションを加速させ

るように狙っている。また、GBAや一帯一路の役割においては、特にマカオの共通語であるポルトガル

語を活かし、ポルトガル語圏国家との経済貿易関係の強化を目指している。さらに、マカオ・広東省間の

人と車両の越境管理の利便化や越境インフラ建設の加速措置も盛り込んでおり、今後、通関規制の一

層の緩和がGBA戦略への貢献に大きく寄与することを期待したい。 

以上 

 

                                                
8  2018年3月に広東省科技庁とマカオ科学発展基金が調印。科学技術発展と運用における資金、資源、人材プラットホームの構築

と要素の共有を目的とするもの 
9  マカオの中古車を広東省自動車解体基地へ移管・処分する方針は、2017年3月に調印した「2017-2020広東省とマカオ環境協力

協定」で定められた。2018年4月に広東省環保庁よりマカオ中古車の移管処分監査管理パネルを設立、年内に広東省でマカオ中

古車の解体第一号を実施する予定。マカオ特別行政区行政長官2017年施政報告でも、マカオの建築廃棄物埋立地は既に飽和

状態であることから、建築廃棄物の広東省への移管・処分メカニズムの導入について言及 
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